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り(近畿大学水産研究所提供)0 1月19日:16.10C， 20日:15.6'(， 21日:
15.0CC， 22日:14.20C， 23日:14.80C， 24日:16.50C， 25日:16.70C， 26 
日:16.50C なお， 1月8日までは18.00C以上を維持していた。
209号水槽に展示中のフジツボ類とカメノテを整理したが.これまで長期飼
育が容易でなかったオオアカフジツボ・クロフジツボ各2個体(1998年3月30
日採集)の生存を確認した。なお、この水槽では、夜間にサイフ寸ン管によ
る水位の上下，波立たせるためのししおどし式による給水，水流を作るた
めの強いエアレーション，および溶かしたミンチ肉の給餌(一日2回)を行っ
ている。
オワンクラゲ5個体を江津良港内で採集した。
多数のオワンクラゲと少数のアカクラゲが.実験所北浜に打ち上げられて
いた。
204号水槽のゴカイ用ポケット槽に4月10日に展示したチンチロフサゴカイ l
個体が突然姿を消した。昨夕まで触手を広げているのが観察されているの
で，以前から展示しているオニイソメ l個体に夜間に捕食されたものと思わ
れる。
218号水槽で，ウニ類を取り上げ，底砂を洗浄する大掃除を行ったが，底砂
中から大量のニホンウミケムシを回収し，一部を205号水槽のゴカイ用ポケ
ット槽に展示した。昨年7月にニホンウミケムシ駆除用として，カワハギが
有効であったことから，この水槽には同科のアミメウマヅラ幼魚l尾を収容
していたが，まったく効果が認められなかった。掃除後，ウニを再収容し
たところ，ムラサキウニとシラヒゲウニの放卵放精が誘発された。
216号水槽内の中・小型ヒトデ用ポケット槽で，イトマキヒトデがトグイト
マキヒトデを捕食しているのを目撃した。
カツオノカンムリ 4個体・ギンカクラゲ多数・カツオノエボシ6個体・アサ
ガオガイ l個体の打ち上げが，実験所南浜で認められた。カツオノカンムリ
l個体の帆は，白浜沿岸では珍しい亜熱帯型であった。
1996年7月17日に田辺湾で採集したニシキテッポウエピl個体が，第3水槽室
実験作業室の予備水槽(開放式)に浸した容器内で生存しているのを確認し
た。この容器はダテハゼとニシキテッポウエビの共生を，巣穴内部の様子
を見せるために作製した薄型の水槽で，ハゼとエビl対を収容して展示して
いたが. 1997年4月ハゼが死亡した後も展示を続けて，同年11月に予備水槽
内に移しておいたものである。
201号水槽で縦分裂中のサンゴイソギンチャクを目撃し，分裂した片方を予
備水槽に収容して観察した。日毎に，口盤の切れた部分が口を取り巻くよ
うに互いに接近してきて， 8月9日に癒合を確認した。
222号水槽のワグエビが脱皮した。
紀伊民報の記者が持参したベラの死亡個体は， リュウグウベラ成魚(全長27
cm)と判明。
キヌベヲ成魚雄(全長40cm)の死亡個体を瀬戸漁港の岸壁の下(海底)から拾
った。三段壁(白浜町)近くに仕掛けたエビ刺網にかかったもので，早朝に
漁師が捨てたものと判明した。
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6. その他
3月 3日
5月21日
中坊徹次教授(京都大学総合博物館)および運送業者が.第l水槽棟3階に所
蔵する魚類・ウミガメ類標本、および野外に仮置きしているクジラの骨格
標本の総合博物館への移管・搬送に伴う事前調査を行った。
227号水槽跡地に設置した走査型電子顕微鏡の使用説明会が，白山所長より
関係職員にあった。
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